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一般社団法人岩見沢歯科医師会 第７０回定時総会議事録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　日時：平成２９年５月２０日（土）１６：００～１６：５０
　　　　　　　　　場所：岩見沢平安閣
１.開　会
議長選出までの間、久恒専務理事により議事進行が執り行われ開会の宣言がなされた。
２．氏名点呼
氏名点呼人に山口友隆理事が指名され、氏名点呼を行なった。
　氏名点呼の結果、会員数９４名、出席会員３２名，委任状３８名、一般社団法人岩見沢歯科医師会定款第１８条により一般社団法人岩見沢歯科医師会第７０回定時総会は成立した。
３．議長及び副議長選出
岩歯定款第１６条『総会の議長及び副議長は、その都度出席した会員がその中から各１名選挙する』より出席会員に問うたところ、執行部一任とのことで議長に旗手一永先生、副議長に仲屋俊夫先生を指名し承認を得、正副議長より就任の挨拶があった。

４．議事録署名人指名
これより先の議事進行は議長によって執り行われた。

議事録署名人に関して一般社団法人岩見沢歯科医師会定款第４章総会第２０条＜議事録＞により、出席会員に問うたところ、執行部一任とのことで倉増淳会長を推薦し、承認を得た。

　　        

５．会長挨拶　　
＜要旨＞任期２年間、昨年の野球大会も含め各事業の施行に当たり、会員の皆様には大変お世話になり改めて感謝申し上げる。会費値上げ、終身会員年齢引き上げ等を考えなければならない時代となってきたが、会員の先生方から多くのご意見を頂戴したい。次期も引き続きご協力をお願いする次第である。
６．報告事項
　　　議長から報告事項の質疑に関しては、全ての報告事項終了後一括して行う旨が告げられた。

１）北海道歯科医師国保組合会報告　
　　　財政が厳しく４月から会費が値上げされた。しかし上げ幅は他の市町村国保と比べて小さくまだ歯科医師国保のメリットは継続されている。依然として悲観的なため事業は消極的にならざるを得なく、脳ドックなどは導入できないと思われる。しかし給付金は調剤が３０００万円ほど減少し、今年度まだ途中ではあるが前年同月と比べて５％減少している。これが一時的でない事を祈る。
以上牛丸雅一支部長より報告があった。
２）会務報告
　　　専務理事より、第６７回北海道歯科医師野球大会を主管しながら、各種事業を行い、役員報酬制度検討委員会、道央北ブロック役員連絡協議会、色々な案件への対応、三師会、医療連携、について執行部一同努力した。空知振興局による連携推進会議や各種専門部会に手分けして数多く出席し行政との連携も密にすることを心掛けている。詳細は会務報告書をご覧頂きたいと報告があった。
３）監査報告
　　　議事日程を変更し、議決事項第１号議案の後に行うとした。

４）その他　
　　会員及び執行部から共に無く、その他は打ち切りとなった。

　報告事項１）〜４）が終了した後、これらの件に対して質疑が問われたが、特に無く６．報告事項は、全て承認され打ち切られた。

７．議決事項
　　　
1） 第１号議案　平成28年度一般会計収入支出に関する件

　　　山本会計理事より説明があり、勝木拓洋監事から監査報告があった。
　　　議長より本件に関して質疑を問うたところ特に無く、また挙手による承認を問うた　　　ところ賛成多数と認められ可決決定した。

２）第２号議案　一般社団法人岩見沢歯科医師会理事者の選挙に関する件
　初めに議長により選挙のため議場閉鎖が議長より宣告された後、
４名の選挙管理委員が紹介された。
選挙管理委員長　川野　正裕（まさひろ）先生（岩見沢方面会）
　　　　　　委　員　　品川　浩介（こうすけ）先生（岩見沢方面会）
　　　　　　委　員　　石井　真生（ もとお ）先生（栗　山方面会）

　　　　　　委　員　　戸田　博文（ひろふみ）先生（栗　山方面会）
専務理事より提案理由の説明があった後、川野正裕選挙管理委員長より、本年４月２０日の理事候補者選挙の公示から５月１３日午後５時の締め切りまで、一般社団法人岩見沢歯科医師会理事者選挙に対する届出があり、一般社団法人岩見沢歯科医師会定款第21条＜役員の設置＞における理事18名以内の定数内であり、届出書類に不備は無く本会選挙規則第22条を持って当選となるとの報告があった。
谷本圭太・野崎岳央・久恒泰宏・山本達也・白井洋一・

鳥山勇人・三嶋直之・加藤久尚・樋浦善威・山田貴文・

福多一雅・山口友隆・清水　学・中塚　尚・木村　悟

以上１５名の各先生が当選となり承認された。
３）第３号議案　一般社団法人岩見沢歯科医師会監事の選挙に関する件
　　　同様に勝木拓洋先生、寺澤和彦先生が監事に当選し承認された。
４）第４号議案　北海道歯科医師会代議員及び予備代議員の選挙に関する件

　　　同様に九津見紳一朗先生が代議員に、野崎岳央先生、清水学先生が予備代議員に当選し、承認された。
５）第５号議案　北海道歯科国保組合会議員の選挙に関する件

　　　同様に牛丸雅一先生が次期国保組合会支部長に、竹内友康先生が組合会議員に当選し承認された。
６）第６号議案　選挙管理委員の選挙に関する件

　　　当会選挙規則第４条＜選挙管理委員会＞により、各方面会からの推薦者を紹介し承認を得て、下記の４名が当選となった。
　　　川野正裕先生（岩見沢方面会）　大坂博幸先生（岩見沢方面会）
　　　武田忠孝先生（栗　山方面会）　戸田博文先生（栗　山方面会）
８．協議事項

８.の協議事項からの進行は仲屋副議長に交代し、議案について問うたところ理事者

及び会員からは特になく、協議事項は打ち切られた。
ここで一度閉廷し、新理事による理事会を開催した。
理事会では新理事による互選により倉増会長を決定した。
再開後、倉増淳新会長が会長に改めて新会長に選出されたことを報告した。
９．その他

　　　専務理事から、山際靖二先生が閉院されたカームビラ歯科の跡に、高谷優介先生がカームビラたかや歯科クリニックとして開院され、高谷先生が４月２５日の理事会にて新入会員（開業会員）として承認され本会に入会したことが報告された。
　　　また、臨時総会の際のフッ化物洗口についての質問に対し次のような説明があった。
○現在はまだフッ化物洗口開始から１年半ほど経過した結果しかない　○現時点では地域性の方が大きな要素となっており、結果が出るまで時間を要すると思われる○各学校歯科医の先生方には、滞りなく実施されているか管理をお願いしたい
　　　これに対し三嶋顕先生から、自信をもってフッ化物洗口を進めていきたいが、この報告では心もとないが如何、との意見があり、専務理事からは今後も勉強していきたいと返答があった。
　　　この他に「その他」は無く打ち切られ正副議長の職は退任挨拶を持って、その任は解かれた。

１０．閉会

谷本副会長より閉会挨拶の挨拶があり、16：50を持って閉会となった。

議事録署名人                     

作成　平成２９年５月２３日　広報部
平成２９年度　岩見沢歯科医師連盟総会議事録

日時：平成２９年５月２０日（土）１７：００～１７：３３
　　　　　　 場所：岩見沢平安閣
１．開　会
　議長選出までの間、久恒常任理事により議事進行が行なわれた。

　　　

２．氏名点呼

　氏名点呼人に山口理事が指名され、氏名点呼を行なった。氏名点呼の結果、

会員数９０名、出席会員３０名，委任状３５名、一般社団法人岩見沢歯科医師会定

款１８条を準用し本総会は成立した。
３．議長及び副議長選出

議長及び副議長選出につき、連盟規約第10条4項『総会の議長は、総会に於いてその都度互選する』により出席会員に問うたところ、執行部一任とのことで、議長に旗手一永先生、副議長に仲屋俊夫先生を指名し承認を得た。正副議長より就任の挨拶があった。
４．議事録署名人指名

これより先の連名議事進行は仲屋副議長によって執り行われた。

　　　議事録署名人に関して定款第４章総会第２０条＜議事録＞を準用し、議長より指名　　　しても否か問うたところ特に異議が無かったため、倉増淳先生を指名し承認を得た。
５．会長挨拶

　　　永山裕連盟会長より連盟活動への協力に対する謝意の後、渡辺孝一衆議院議員を北海道第10選挙区から推挙したい旨の挨拶があった。
６．報告事項

1） 会務報告
臨時総会後における会務報告の後、報告すべき事項はなく今回は省略とした。
２）監査報告　　　　

　議事日程を変更し、議決事項第１号議案の後に行うとした。
３）その他　
会員、執行部より特に無かった。

質疑は議決事項の際に行うとし、報告事項は打ち切られた。

７．議決事項

１）第１号議案　平成２８年度連盟会計収入支出決算に関する件
白井会計担当理事より決算書の説明があり、武田忠孝監事より監査報告があった。
副議長より、以上に対して異議が無いか問うたところ特に無く、本件は承認された。

２）第２号議案　平成２９年度会費賦課徴収（案）に関する件
久恒常任理事より、従来通り一医療機関６０００円、勤務医・家族医からの徴収はしない事が提案された。質疑・異議がなく承認され、（案）は削除された。
３）第３号議案　岩見沢歯科医師連盟会長選出に関する件
　　　連盟規約第１条の②『会長は岩見沢歯科医師会長、または岩見沢歯科医師会長が、
　　　総会の同意を得て推薦した者がこれにあたる』とあり、倉増会長が永山裕先生を推　　　薦し承認された。
４）第４号議案　岩見沢歯科医師連盟監事の選挙に関する件
久恒常任理事より提案理由の説明があった後、川野正裕選挙管理委員長より、本年４月２０日の理事候補者選挙の公示から５月２０日午後５時の締め切りまで、連盟監事への届出があり、届出書類に不備は無く、岩見沢歯科医師連盟規約第５条により、勝木拓洋先生、寺澤和彦先生が当選となるとの報告があり承認された。
８．協議事項

執行部及び会員より特に案件は無く、協議事項を打ち切りとなった。
９．その他

永山裕新会長からの挨拶があり、４月２５日に連盟理事会で渡辺孝一衆議院議員の推薦文を自民党本部に提出することが承認されたこと、北海道第10選挙区の歯科医師連盟が集まった歯科医師連盟連合会でも同様に４月２７日推薦文を提出することに決定したことが報告された。
また、道央圏在宅歯科連携室について山田貴文理事から説明があった。
会長会員及び執行部から「その他」は他には無く審議は打ち切られた。
ここで議長及び副議長の職は解かれた。
１０．閉　会

　倉増副会長の閉会挨拶を持って午後５時３３分閉会となった。

議事録署名人                     

作成　平成２９年５月２３日　広報部
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